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　　　　　　　　　　　　が集中したが，歯科衛生士の歴史に興味を示したこと
　　　　　　　　　　　　は意外であり，期待が持てた．
　本学歯科衛生士学科に入学した学生は，高校までに
学んだ科目とは性質の異なる多くの医療系科目に取り
組むこととなり，戸惑いも大きい．我々教員は3年間
の限られた修業年限の中で，効率よくカリキュラムを
実行していかなければならない現実と，入学生の大学
生活への夢と期待を壊してはいけないという責任の狭
間で悩むことが多い．
　そこで，初年次教育の必要性が言われる昨今にあっ
て，「歯科衛生士概論」の果たす役割は重要であると考
え，また，平成24年より国家試験対象科目となること
から出題基準を意識してシラバスを作成し，講義を進
めてきた．その中で「歯科衛生士」を生涯の職業とし
て選択し入学してきた学生に，その職業の魅力と将来
性を伝え，いろいろな教科を学ぶことの意義と努力の
必要性，技術を習得することの楽しさを認識してもら
えるよう取り組んできた．
　本教科を受講した学生の精神面，生活面の変化を知
り，今後の教育に活かして行くことを目的に調査した．
対象および方法
　対象：平成22年度前期に「歯科衛生士概論」を受講
した歯科衛生士学科1年57名（女子）である．
　方法：平成22年9月・11月に，①講義内容で興味を持っ
た項目，②歯科衛生士概論を学んで変化したことにつ
いて，質問紙法（自由回答形式）でアンケートを実施し，
回答内容を分類して検討した．
結果および考察
1．講義において興味を持った内容
　1年前期に開講した歯科衛生士概論（30時間）の講
義で，学生が興味を持った内容の上位6位を図1に示
した．歯科衛生士の職業そのものに関する内容に興味
～
歯料衛生士を留ざず心構え
　期待される歯料衛生士像
　　　歯科衛生士の役割
　歯科衛生士の活躍の嬉
　　　宙科衛生士の麟
　　　歯科医療の特異性
　　　　図1．講義において興味を持った内容
2．歯科衛生士概論を学んで変化したこと
　学生が本教科を学んだ後，学習・生活面で変化した
ことは図2に示す通りで，医療人を目ざすにあたって
の生活態度・心構えに変化が多く見られたが，不安を
抱いた2名を見逃してはいけない．
　医療人を目ざした行勤
　言藁使い・挨拶・笑顔
　　　　　身だしなみ
歯科衛生士の素晴らしさ
　　心身面の自己管理
　奉仕の糟申・思いやり
　　学習態度・傾聴姿勢
新閲・テレピニュース視聴
　　歯科衛生士への憧れ
　　整理・整頓・清掃
医療従事者・堪所への邸沁
　　　　　時間厳守
　　歯科衛生士への不安
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図2．学習・生活面で変化したこと
　初年次教育において，如何にして学業に夢と希望を
持たせ継続させて行くかは我々の大きな課題であり，
学生の側に立った視点で考えることが大切である．
